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2018年 2月 7日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名「すさみ町総合開発研究」から得た課題分析結果による地域社会の持続可能性に関する研究 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
浅野 英一 外国語学部 教授    
共同研究者 所 属 職名    
橋本 正治 理工学部機械工学科 教授    
一色 美博 理工学部機械工学科 教授    
手代木 功基 外国語学部 講師    
石田 裕貴 大学院経済経営研究科 M1院生    
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳 799,080円 431,800円 362,280円 0円 5,000円 







摂南大学とすさみ町は 2010年 3月 3日に包括連携協定を結んでいる。申請者と共同研究者は、2011
～2014年度に PBL型学生プロジェクトと、2012年 4月から「地域資源にもとづく持続的社会の形成
～すさみ町総合研究～フェーズ I・II・III」をすさみ町で実施してきた。大学教職員が研究として取り
組むべき課題（地域資源にもとづく持続的社会の形成）が徐々に解明されてきた。2015 年 9 月にすさ




















































































































































2018年 2月 26日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  ブランド・エクイティを高めるブランド経験の「場」の創出に関する研究 
―由良町における地域ブランディングを例として－ 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
鶴坂 貴恵 経営学部経営情報学科 教授    
共同研究者 所 属 職名    
栢木 紀哉 経営学部経営情報学科 教授    
山本 圭三 経営学部経営学科 准教授    
      
      
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳 328,975 円 288,360 円   10,615 円     0 円  30,000円 





















































































































































研究代表者 所属 職名共同研究者 所属 職名
池内淳子理工学部建築学科 教授本多友常理工学部住環境デザイン学科 教授







計 物品費 旅費 人件費・謝金その他
実支出額の使用内訳 549,982円 549,982円 0 円 0 円 0 円
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2018年 2 月 19  日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  淀川水系に関する総合的研究―多様性に基づく発展ダイナミズムの研究 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
後藤 和子 経済学部 教授 加嶋 章博 理工学部 教授 
共同研究者 所 属 職名 赤澤 春彦 外国語学部 准教授 
平野 泰朗 経済学部 教授 松本 葉子 看護学部 准教授 
河原 匡見 法学部 教授 高田 雅弘 薬学部 准教授 
郭 進 経済学部 准教授 山本 圭三 経営学部 准教授 
石田 裕子 理工学部 准教授 他６名   
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳 792,300 円 164,920 円 394,355 円 167,055 円 65,970円 







































5月 23日 第 1回研究会 
・朝田准教授が、国勢調査に基づく北河内の通勤通学流動と、地域経済構造分析の考え方を発表した。 
 






  課題としては、①北河内地域の産業連関表の作成 
         ②北河内地域の発展モデル 
         ③府、自治体、経済団体等のビジョンと政策の評価 
  今年度の成果は、『地域総合研究所所報』に掲載予定である。 
 









10月 26日 第 4回研究会 
・郭准教授が、寝屋川市の産業連関表作成に関する研究発表を行った。 














12月 26日 第 7回研究会 実地調査 


























② A市 B地区における健康増進のためのコミュニティ・ミーティングの実施 





に希望する B地区での暮らし」、第 2回は「3－5年後に希望する B地区での暮らしを実現するうえで




























































平成 10年 10月 枚方市都市景観形成要項制定 
平成 12年６月 枚方宿地区まちづくり協議会設立 
平成 26年３月 枚方市景観条例（平成 28年 4月 1日施行） 



















































2018年 2月 28日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  日本の伝統行事と住宅のしつらい 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
岩間 香 外国語学部 教授    
共同研究者 所 属 職名    
平田 陽子 理工学部 教授    
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳  167,727円 51,170円 0円 80,000円 36,557円 

































    
② 香里園駅前タワーマンション（TM）２棟 
香里園駅前の再開発によりできたタワーマンション 2棟を選出した。１棟は 2014年建築の 25階建て




1969年 10月～1970年 7月にかけて建てられた築 47～49年のRC構造 4～５階建て集合住宅である。























20 歳代 0 0 1 
30 歳代 1 13 2 
40 歳代 6 19 3 
50 歳代 10 23 1 
60 歳代 20 22 12 
70 歳代以上 17 15 27 
表２ 回答者の年代 
建坪 






①100m2 以下 13 71 36 
②100～200m2 17 13 5 
③200～300m2 12 6 2 
④400m2 以上 4 0 0 




























地区でも 19%が持っている。「内裏雛」は三井が丘地区 32％、香里園 TM25％、寝屋地区では 27%





飾る場所は寝屋地区では「床の間」が 43％と多い。次いで「客間」の 21％である。 






































写真１ 地域の町おこしのひな祭り 写真２ 大阪くらしの今昔館のひな祭り 
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2018年 2月 20日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名 アクティブ・ラーニング（能動的学習）のためのティーチングスキルの実証的研究 
 
研究代表者 所 属 職名 久保 貞也 経営学部 准教授 
柳沢 学 理工学部 教授 竹中 泉 看護学部 教授 
共同研究者 所 属 職名 鳥居 祐介 外国語学部 准教授 
荻田 喜代一 薬学部 教授 藤林 真美 学生部 准教授 
植杉 大 経済学部 教授 牧野 幸志 経営学部 准教授 
小野 晃正 法学部 准教授 水野 武 教務部 講師 
大塚 正人 薬学部 教授 吉田 佐治子 法学部 教授 
                             持永 政人     経済学部     教授 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳  777,280円 298,533円  1,000円 477,747円    0円 























 研究の方法で示した調査や研修のうち、a1，a2，b，c1，c2，e が実施済あるいは実行中である。 












3.3 ABD（アクティブ・ブック・ダイアローグ）研修：2017 年 9 月 9 日 50数名が参加 
全国の大学・高等学校の教職員の方にも案内を出し、アクティブ・ラーナー（学生）の立場に立って
ABD を体験し、学外者とは AL のためのさまざまな手法やファシリテーションも学び合った。 
3.4 音楽座ミュージカルによるシアター・ラーニング研修：2017 年 11 月 11 日 教職員は 40 名参加 














3.7 質問づくりメソッド「QFT（Question Formulation Technique）」研修 2018 年 2 月 24 日:27 名予定 
3.8 全教職員対象アンケート（アフター・アンケート）：2018 年 1 月～2 月 実施中 
4 スキルマップの提案 















2018年 2月 20日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  地域と結びついた「異文化間相互理解と不寛容除去」の研究 
 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
糟谷 英之 法学部 特任教授 白鳥 武 理工学部 准教授 
共同研究者 所 属 職名 鳥居 祐介 外国語学部 准教授 
八木 紀一郎 摂南大学 学長 中尾 晃幸 薬学部 准教授 
浅野 英一 外国語学部 教授 牧野 幸志 経営学部 准教授 
内田 勝己 経済学部 教授 田中 鉄二 経済学部 講師 
石井 信輝 法学部 准教授 吉川 有葵 看護学部 講師 
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳   873,038円   67,953円  386,357円  216,430円 202,298円 









イ． 第 1回研究会（2017 年 5月 10日）：プロジェクトの趣旨を確認した上で、各共同研究者の専門分野との関係づけを
議論した。後に本年度のプロジェクト実施の具体的日程を検討した。 
ロ． 第 2回研究会（2017 年 7月 5日）：各共同研究者の研究の進捗状況及びプロジェクトの今後の予定（②のイ、ロ、ハ）
が報告された。 
ハ． 第 3回研究会（2017 年 12 月 18 日）：これまでのプロジェクトの取り組み（②のイ、ロ）及び研究成果（③のイ、ハ）
が報告され、成果報告書作成に向けての分担と今後の方向性を議論した。 


































ロ． 研究ノート「ミャンマー・ラカイン州のロヒンギャ －過去の国勢調査に基づく考察－ 」 





ハ． 研究報告「新『地球共生学』及びその追究手法『地球共生デザイン』の開発に向けた 実践型基礎研究」 
（2017 年 12 月 18 日 白鳥 武） 
詳細については、白鳥 武 研究代表 「新『地球共生学』及びその追究手法『地球共生デザイン』の開発に向けた 実践
型基礎研究」の研究成果報告書を参照。 
ニ． 調査報告「難民・移民問題と NGOおよび市民の役割   ニュージーランド現地調査踏まえて   」  
(2018 年 2月 28 日 糟谷 英之) 















2018年 2月 20日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  知的専門職業人アセスメントの作成とWebシステム化に関する研究（３） 
 
研究代表者 所 属 職名 研究協力者 所 属 職名 
 山本 圭三 経営学部経営学科 准教授  西岡 暁廣 経営学部非常勤講師  
共同研究者 所 属 職名  富岡 直美 四国大学短期大学部 講師 
 吉田 佐治子 教職支援センター 教授    
 栢木 紀哉 経営学部 教授    
      
      
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳   754,000円  481,161円   76,440円  150,000円 47,000円 































図 1 知的専門職業人における人間力の構成要素の連関 
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表 1 人間性の構成要素と下位概念  












22 概念に基づく調査項目のセットをもって、第 1 次完
成版の調査票とした。 
 

































根気 内省性 自己決定 共感性 協力 寛容性















図 2 WEB版アセスメントの画面例 
図 3 アセスメントの結果提示例（イメージ） 
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2018年 2月 20日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名  都市構造のモニタリングを目的とした空き家分布の広域推定法の開発（２） 
 
研究代表者 所 属 職名 研究協力者 所 属 職名 
熊谷 樹一郎 理工学部都市環境工学科 教授 小野 裕基 理工学研究科博士前期課程 2年 
共同研究者 所 属 職名 東中 一晃 理工学研究科博士前期課程 2年 
大谷 由紀子 理工学部建築学科 教授 増尾 歩 経済経営学研究科修士課程 2年 
平田 陽子 理工学部住環境デザイン学科 教授    
中津 了勇 理工学部基礎理工学機構 教授    
植杉 大 経済学部経済学科 教授    
共同研究者欄が足りない時は「他○名」とご記入ください。 
 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳  395,988円   70,988円     0円 325,000円    0円 










































































































建物タイプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
用途地域 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
建物の構造 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
















表 2 使用データと検討ケース 









0.889 0.532 0.475 0.110
2017
年空き家
0.000 0.000 0.000 0.000
2016
年空き家
0.000 0.000 0.000 0.000
非空き家











表 4 推定精度（2カテゴリー） 
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2018年 02月 19日 
2017年度摂南大学研究助成「Smart and Human研究助成金」成果報告書 
研究課題名 新学術領域「地球共生学」とその実践手法「地球共生デザイン学」確立に向けた実践型 
基礎研究 
研究代表者 所 属 職名 共同研究者 所 属 職名 
白鳥 武 住環境デザイン学科 准教授 川野 常夫 機械工学科 教授 
共同研究者 所 属 職名 本多 友常 住環境デザイン学科 教授 
川上 比奈子 住環境デザイン学科 教授 岩田 三千子 住環境デザイン学科 教授 
諏訪 晴彦 機械工学科 教授 日野上 暢昭 理工学部事務室 室長 










 費 目 
計 物品費 旅 費 人件費・謝金 その他 
実支出額の使用内訳  899,629円  210,000円  636,000円  40,909円  12,720円 
交付明細書の使用内訳 900,000円 210,000円  636,000円  41,000円  13,000円 
研究実績・成果の概要 











  2017 年度地球共生ワークショップとして「母なる大地」と生きる世界観を持つカナダ先住民で自分たちの土地
を Turtle Island と呼ぶ、大別３つの先住民中の First Nations を主協同対象とした。日本のアイヌ民族との曲の協
同創作も進めた。地球共生阻害問題として、先住民若者の高い自殺率や MMIWGs (Murdered and Missing 
Indigenous Women and Girls) と称される先住民女性の殺人・行方不明事件、先進国とは思えない劣悪な住環境問
題として健全な品質の住宅難が見られた。それらは帝国植民地主義の下進められた悪の権化 Residential 
School や 60’s Scoop等のカナダ政府同化政策を経て「負の連鎖」（アイデンティティを失い、コミュニティを崩壊させら
れ、3 世代に渡るトラウマとなり心身を病み、貧困、差別、薬物乱用等）に陥り易い縮図の影響に今日も尚苦しむカナダ先
住民の「今」を、マニトバ州に在る先住民の 2 種の居住エリアから捉えた。先住民保留地の一つで最も未解決事












なった Sg 出身 15 歳の Tina Fontaine 殺害事件が挙げられる。彼女の遺体がゴミ袋に入って市内を横断する大














Sg1-Sagkeeng Youth Innovation Project： 
住宅難を自分たちで解決し未来を切り拓く、文化を含めた住環境応答性 DIY木造住宅 T.U.R.T.L.E (Timber Unit 















NE1-End to End Project: 
都市部ＮＥ地区でのBCPとの協同プロ












参考文献：Galtung, Johan(1969).” Violence, Peace, and Peace Research.” Journal of Peace Research. vol. 6, no. 3, pp. 167-191. 
Jolly, Joanna (2015). BBC.com News－Red River Women ttp://www.bbc.co.uk/news/resources/idt-dc75304f-e77c-4125-aacf-83e7714a5840 （2017/7/30） 
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